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学位：博士（スポーツ科学）早稲田大学 

資格： 作業療法士 

専門分野：運動学・臨床運動学・高齢期作業療法学・スポーツ科学 

研究テーマ：日常の作業活動、身体活動における代謝当量の測定 

      地域高齢者における ADL/IADLの特性を表す作業評価尺度の開発 

      学童および中高生のスポーツ傷害予防に関する研究 

業績： 

西田 典史，嘉成 望他：IADL訓練の実践における脳卒中後の抑うつ傾向に及ぼす要因 

埼玉作業療法研究 14 2-7 2015年 2月 

西田 典史，徳永 千尋他：訪問リハビリテーション利用者における作業療法プログラムの

特性が健康関連 QOLに及ぼす影響―OTIPMに基づく分析― 

埼玉作業療法研究 12 41-46 2012年 

Nishida N, Tokunaga C, et.al: Relationships Between Occupational Performance 

Capability and Health-Related Quality of Life Among Elderly People 

Requiring Long-Term Care.  

Bulletin of Saitama Occupational Therapy 12 2-11 2012年 

西田 典史, 岡 浩一朗：頚椎症性脊髄症における食事遂行に着目した作業療法の実践 

作業療法 = The Journal of Japanese Occupational Therapy Association 30(3) 

353-362 2011年 6月 

西田 典史, 岡 浩一朗：作業療法における運動技能, プロセス技能(AMPS)研究の動向 

作業療法 = The Journal of Japanese Occupational Therapy Association 29(6) 

691-709 2010年 12月 

西田 典史, 岡 浩一朗：在宅高齢者の AMPSとバランス機能,認知機能,要介護度の相互関連 

     性．応用老年学 4(1) 73-81 2010年 5月 

西田 典史, 岡 浩一朗：介護施設利用の在宅高齢者に対する AMPSを活用した ADL/IADL

スクリーニングの有効性．早稲田大学スポーツ科学研究(Web) 6 WEB ONLY 

79-87 2009年 

西田 典史, 岡 浩一朗：訪問リハビリテーション利用者における運動技能とプロセス技能に

影響を及ぼす要因．作業療法  = The Journal of Japanese Occupational 

Therapy Association 27(2) 128-137 2008年 4月 

 

在学生にひとこと： 作業療法に対する幅広い視野を持って学習していきましょう。 


